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所属・活動

地元企業との商品開発

学生向けメディア「グンキャン」運営

群馬県内の企業と学生をつなぐ
合同説明会「コトバとシゴト」企画運営

一言

３年間、地域とともに学び、成長してきました。
私が経験した『地方大学だからこそできる学び』
を皆様にお伝えできるよう頑張ります。



地域と関わる
学びがある

本学を選んだ理由

高校での地域探求授業
・地域観光について
の調査や分析

・群馬の魅力を考える

自分の生まれ育った地域
についてもっと深く学び、考え
たい

群馬県内で
実家から通学

大学進学希望
・行きたい大学や、
大学で学びたい学問
が明確ではなかった

金銭的・生活的負担の
少ない環境で学びたい

活躍する学生
への憧れ

オープンキャンパス
・オフキャンパスの学び
・地域で活躍する学生
の活動発表

自分もこの大学で学んで
こんな大学生になりたい



バーチャルカンパニー
1 年 次 履 修

群馬を テ ー マ に仮想企業を
設立し 、 チ ー ム で運営 し て い く

地元企業と協働で商品開発を行い、 1 1月末～ 1 2月上旬
に行なわれる仮想企業の見本市「 Y o u t h E n t e r p r i s e
ト レ ー ド フ ェア 」 に参加する。
世の中で売れる新商品を開発し、それをどのように
売るかを考え、商品化していく こ と 。

到達目標

自分たちで提携したい地元企業に、アポを取り 、訪問。
自分たちの理念や開発したい商品、なぜこの企業に
お願いしたいのかをプレゼン し 、企業提携を結ぶ。

試作や企業との打ち合わせを繰り返し 、群馬や社会課題の解
決をテ ーマに新商品を開発。

商品化に向けて、価格設定や販売場所の検討。
イベン トや店舗での継続的な販売開始。
ラジオ等のメデ ィ アに出演し、広報活動。

地域との学び：商品開発

活動内容



手を挙げれば様々な活動に挑戦で き る 。
ト ラ イ＆ エ ラ ー を繰 り返 し な が ら成長で き る 。

教室の外で当事者と し て地域の魅力や課題に触れ ら れ る 。
実社会と結び つい た学びが得 ら れ る 。

小規模だからこそ機会が届く

地域を学びのフィ ールドにできる

学生の挑戦を地域全体で支えてくれる
企業や自治体の方々が学生の提案に も真剣に向 き合 っ て く れ る 。

学生だか ら こ そ得 ら れ る挑戦機会があ る 。

地方大学は、若者と地域を接続し、地域の未来を共創する場
地方大学で地域と共に学ぶことで 、地域を自分ごとと し て捉え、

地域のために考え、挑戦し、未来を創る人材へ

地方大学で学ぶなかで得た気づきと価値



地域への還元へつなげる

挑戦し、成長できる場所  × 応援し、支えてくれる人
まだ届き切っていないこの魅力をもっと多くの若者へ

大学の垣根を越えたコミュニティの形成
群馬県内の大学生の挑戦を発信
学生と地域をつなぐ情報発信

メデ ィ ア運営

学生の可能性を広げ、
地域との接点を生み出す

群馬県内企業との接点創出
キャリアについて考えるきっかけづくり
企業の魅力や人の想いに触れる機会を提供

キ ャ リ ア イ ベ ン ト

学生と企業が出会い、
新たな可能性が生まれる場へ



地域の未来は、私がつくる
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